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国 立 大 学 法 人 運 営 費 交 付 金 等 の 基 盤 的 経 費 の 充 実 に 関 す る 意 見 書 （ 案 ）  

 

 国 立 大 学 は 、 全 国 及 び 各 地 域 の 高 度 な 教 育 研 究 の 拠 点 と し て 有 為 な 人 材 と す ぐ

れ た 研 究 成 果 を 生 み 出 し 、 学 術 研 究 を 基 盤 と し た 我 が 国 の 発 展 に 大 き く 貢 献 し て

き た 。  

ま た 、 公 立 大 学 は 、 地 域 社 会 か ら 信 頼 さ れ る 知 的 ・ 文 化 的 拠 点 と し て 、 教 育 研

究 の 質 向 上 に 向 け た 取 り 組 み な ど を 着 実 に 進 め て き て い る 。  

本 市 に お い て は 、 横 浜 国 立 大 学 を 初 め 、 東 京 工 業 大 学 、 東 京 藝 術 大 学 及 び 横 浜

市 立 大 学 と い っ た 国 公 立 大 学 は 、 そ れ ぞ れ の 強 み ・ 特 色 を 十 分 に 生 か し 、 す ぐ れ

た 人 材 の 輩 出 や 地 元 企 業 へ の 技 術 支 援 を 含 め 産 学 連 携 や 地 域 貢 献 に 取 り 組 む な ど 、

横 浜 の 未 来 を 切 り 拓 き 、 持 続 可 能 な 成 長 に 大 き く 寄 与 し て い る 。  

 少 子 高 齢 化 、 地 域 創 生 、 グ ロ ー バ ル 化 な ど の 重 要 な 社 会 的 課 題 が 山 積 す る 中 、

人 づ く り を 担 う 「 大 学 」 の 役 割 は 高 ま る 一 方 で 、 国 立 大 学 の 運 営 費 交 付 金 は 法 人

化 当 時 に 比 べ 約 12％ の 減 と な っ て お り 、 ま た 、 公 立 大 学 に お け る 大 学 経 費 に 占 め

る 設 置 団 体 の 負 担 額 の 割 合 に つ い て も 同 様 の 減 少 傾 向 を 示 し て い る 状 況 に あ る 。  

 結 果 と し て 、 教 育 研 究 基 盤 の 弱 体 化 を も た ら し 、 大 学 の 本 質 的 な 使 命 で あ る 多

様 な 学 術 研 究 の 推 進 に 困 難 が 生 じ る な ど 危 機 的 な 状 況 に 直 面 し て い る 。  

 改 め て 、 国 家 戦 略 と し て 人 材 へ の 投 資 を 初 め と し た 未 来 へ の 投 資 を 進 め る こ と

は 国 レ ベ ル は も と よ り 地 域 レ ベ ル で も 必 要 不 可 欠 で あ る こ と を 再 確 認 す る と と も

に 、 大 学 を 取 り 巻 く 危 機 的 な 状 況 を 踏 ま え 、 こ の 「 人 づ く り 革 命 」 に お い て 、 大

学 が 担 う 役 割 を 着 実 に 果 た す こ と が で き る よ う 、 具 体 的 な 方 策 を 講 じ て い か な け

れ ば な ら な い 。  

よ っ て 、 政 府 に お か れ て は 、 国 立 大 学 の 改 革 を 中 長 期 的 見 通 し に 立 っ て 着 実 に

実 現 し て い く た め に 、 国 立 大 学 に 対 す る 運 営 費 交 付 金 等 の 基 盤 的 経 費 を 充 実 す る

と と も に 、 あ わ せ て 公 立 ・ 私 立 大 学 へ の 支 援 の 充 実 を 図 る こ と を 強 く 要 望 す る 。  

 こ こ に 横 浜 市 会 は 、 地 方 自 治 法 第 99条 の 規 定 に よ り 意 見 書 を 提 出 す る 。  

 

   平 成 30年  月  日 （ 議 決 年 月 日 ）  
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 内閣総理大臣 

 総 務 大 臣 

 財 務 大 臣   

 文部科学大臣 

 

横 浜 市 会 議 長 名   

宛 て  


